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●保有する山林や田畑を適切に管理する。 

●希少動植物の適正な保護や有害鳥獣・外来種対策について、

正しい知識を持って実践する。 

●緑のカーテンやガーデニングで身近な緑を増やす。 

●廃食油を流さない、食器の油汚れをふ

き取ってから洗うなど、生活排水によ

る水の汚れの防止に努める。 

●緑化や環境美化活動に参加・協力する。

など 

●熱中症警戒アラート発令時は外出を控える。 

●身近な場所の水害・土砂災害リスクをハザードマップ＊で確

認し、避難場所や避難ルートを確認する。 

●停電時にも非常用として活用できる太陽光発電や蓄電池、

電動車の導入を検討する。 など 

●ごみの分別を徹底する。 

●資源回収に協力する。 

●食べ残しを減らすとともに、生ごみの堆肥化に取り組む。 

●不要となった日用品や衣類は、捨て

ずにリサイクルショップやフリマ

アプリなどを活用する。 

●マイバッグ、マイボトルを持参する。など 

●国が提唱する新国民運動（デコ活）を実践する。（p15 参照） 

●家電の買換えや購入時に、高効率型や省エネ型などエネル

ギー効率が高い家電を選択する。 

●エコ診断などを活用しエネルギーの効率的利用に努める。 

●新築又は改築時に住宅の断熱化やＺEＨ＊化を検討する。 

●移動時にあやバスや鉄道などの公共交通機関を利用する。 

●宅配ボックス＊などを活用し宅

配物を一回で受け取る。 

●森林を守る活動に参加・協力する。 

●太陽光発電や蓄電池、電動車の

導入を検討する。 など 



 

  

●自然環境や景観に配慮した事業活動や土地利用を行う。 

●駆除した野生動物をジビエ料理等に活用するなど検討す

る。 

●緑のカーテンや敷地内の緑化で身近な緑を増やす。 

●大気や水質など生活環境に関する法令

を遵守するとともに、問題が発生した

場合は速やかに対策を実施する。 

●緑化や環境美化活動に参加・協力する。 

など 

●熱中症警戒アラート発令時は野外での作業を控える。 

●周辺の水害・土砂災害リスクをハザードマップ＊で確認し、

避難場所を確認するとともに防災グッズを準備する。 

●停電時にも非常用として活用できる太陽光発電や蓄電池、

電動車の導入を検討する。 など 

●排出される廃棄物の適正な分別・処理や減量化を徹底する。 

●飲食店や店舗では、地元産物の利用

や販売など地産地消＊を進めるとと

もに、食材の使い切りや食べ残しを

出さない工夫に努める。 

●環境負荷が小さい製品の購入・使用

やグリーン購入＊に努める。 など 

●国が提唱する新国民運動（デコ活）を実践する。（p15 参照） 

●設備の買換えや購入時に、高効率型や省エネ型などエネル

ギー効率が高い設備を選択する。 

●省エネ診断を活用しエネルギーの効率的利用に努める。 

●新築又は改築時に建物の断熱化やＺEＢ＊化を検討する。 

●森林を守る活動に参加・協力する。 

●再生可能エネルギー＊由来の電気の購入を検討する。 

●太陽光発電や蓄電池の導入を検討する。 

●地域の発展やビジネス展開のチャンス

と捉えて、省エネや再エネに取り組む。 

など 



 

雨水タンク 

  

温室効果ガス

環境保全型農業

カーボンニュートラル

クーリングシェルター

クールビズ

グリーンインフラ

グリーンカーテン

グリーン購入

グリーンツーリズム

再生可能エネルギー

持続可能な開発のための２０３０アジェンダ

持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）

循環型林業

循環経済（サーキュラーエコノミー）



 

循環型社会

水平リサイクル

生物多様性

ゼロ円ソーラー

ゼロカーボンシティ

ソーラーカーポート

ソーラーシェアリング

宅配ボックス 

  

脱炭素社会

地域循環共生圏

地球温暖化

地産地消

特定外来生物

バイオマスエネルギー



 

ハザードマップ

パリ協定

賦存

緑の少年団 

  

モデルフォレスト

遊休農地

３Ｒ

５Ｒ

ＢＯＤ

ＤＸ

ＰＰＡ

ＺＥＢ・ＺＥＨ

 


